
（建 設） 
29 雨水排水対策を強化し、特に沼田南部地区の側溝、都市下水路、公共下水道の整 

備を急ぐこと。 

30 市営住宅の増設や民間住宅の借り上げを利用して、市営住宅入居待機者の減少に 

努め、特に高齢者や障害者にやさしく低家賃の市営住宅を建設すること。  

31 水源保護条例を制定し、水源を乱開発から守るとともに、優良水源の確保に努め 

ること。  

32 栄町環状線の地権者対応を強化し、正常に利用できるようにするとともに、社会

状況に合わせ２車線化にするなどの抜本的見直しを行なうこと。  

33 中心市街地区画整理事業は中止し、現在の町を活かした活性化策に転換すること。 

 

（教 育） 
34 学校などの空間放射線量調査は引き続き定期的に行ない、高い数値の場所はすみ 

やかに除染するなど、子どもたちを放射線から守る対策に努めること。また、学校 

給食などは、食材ごとに放射線検査も実施すること。 

35 市民から苦情の多い小中学校の後援会による一般市民を対象とした寄付集めは、 

行なわないよう指導し、必要なものは公費で対応すること。 

36 通学路の安全点検・整備をいっそう進め、生徒・児童の安全を守ること。 

37 ３０人学級を拡充すること。 

38 いじめ・不登校・学級崩壊などへの対策をいっそう充実させること。発達障害児

童、特に注意欠陥・多動性児童対策については強化すること。 

39 学校行事での「日の丸」「君が代」に対する態度は、参加者の自由意志を尊重する 

こと。 

40 市内に在住する遠距離通学高校生に、通学費の助成をおこなうこと。 

41 文化財の専門職員をいっそう充実させ、文化財・旧跡の保存に努力す 

ること。また、沼田公園の発掘調査を進行させるとともに、歴史民俗資 

料館を設置し、観光にも役立てること。  

42 滝坂川を歴史的史跡として指定するとともに、ふさわしい整備・保存 

に努めること。 

43 上川田の火薬工場建設跡地など戦跡の調査・保存に努めるとともに、 

砥沢など近代化遺産の調査・保存についても取り組むこと。 

44 運動公園野球場については、硬式球を利用できるように整備し、夜間照明を設置

すること。 

45 学校給食は無料化するとともに自校給食方式に転換し、調理業務の民 

間委託は中止すること。 

 

９ 介護保険による施設入所者やデイサービス利用者が、国民年金の支給額で利用でき 

るように、居住費や食費に助成するとともに、低所得者への利用料の軽減制度の一層 

の充実と保険料の減免制度を実施すること。 

10 特別養護老人ホーム入所待機者解消のため、特別養護老人ホームを増設すること。 

11 各種がん検診の受診料を無料化するとともに、肺がん検診などを加えるなど一層充

実させ、乳がん・子宮がん検診は毎年おこなうこと。   

12 詰め込み保育の解消と老朽化した保育施設の耐震化を進めること。また、保育料に 

ついては、無条件で２子の軽減と３子以降の無料化を実施すること。   

13 民間保育所の借地料には助成すること。また、社会福祉法人が使用する借地等へは

課税しないこと。  

14 児童館を設置するとともに学童保育所（クラブ）への助成を増額すること。 

15 白沢・利根地域のバス路線の空白地域をなくすとともに、現路線の低料金化や循環 

バス化など、利用しやすくなるよう一層充実させること。  

16 原発事故による放射線量測定は引き続き実施するとともに、線量が高い場所は、市 

の責任ですみやかに除染すること。また、汚染物質の中間処理施設を設置するととも 

に、最終処分場を速やかに設置するよう国に働きかけること。 

17 市民、特に子どもたちや妊産婦の放射能による健康被害を未然に防ぐために「放射

性物質による健康影響検査」を実施すること。 

18 地球温暖化対策関連施策や自然エネルギー普及を拡充させること。 

 

（経 済） 
19 派遣切りなどに対する対策を強化し、生活保護を含め生活支援を拡充すること。 

20 日本農業を破滅に導くＴＰＰへの参加に反対するとともに、本市のような中山間地 

の農業や食料を守り、セーフガードの本格発動を政府に働きかけること。また、耕作 

放棄地を減少させる対策を行なうこと。 

21 国民の主食であり、沼田市では主要農産物でもある「米」を守るため、再生産可能

な対策を強化すること。  

22 有害鳥獣対策をいっそう進めるとともに、被害補償を実施すること。 

23 地球温暖化対策を含め、森林保護を強化し、林業の振興に努めること。 

24 無担保・無保証の開業資金、緊急不況対策資金、災害一時貸付金等の融資制度を創 

設すること。  

25 グリーベル２１については、有効利用がされるよういっそうの取り組みに努めるこ 

と。 

26 大・中型店の進出を規制する市独自の制度を創設するとともに、市内商店と商店街 

を守る対策を強化すること。 

27 特産品の生産・販売・技術指導・情報提供などの拠点となる（仮称）地場産業セン 

ターを設置し、木工業や伝統工芸など地場産業を育成すること。 

28 中小企業憲章を制定するとともに、地域循環経済をふまえ、市内産業の実態に即し

た中小企業振興条例を策定し、市内産業を振興すること。 

 

 

  


